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各
投
票
所
の
投
票
管
理
者
・
選
挙
人
・
事

務
主
任
者
が
各
投
票
機
に
投
票
デ
ー
タ
が
記

録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
、「
０

票
確
認
」
を
し
て
投
票
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

投
票
時
間
中
、
投
票
カ
ー
ド
挿
入
口
に
カ

ー
ド
が
つ
ま
り
、
投
票
操
作
が
で
き
な
く
な

る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
５
件
発
生
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
ト
ラ
ブ
ル
も
、
選
挙
人
の
方
に

改
め
て
別
の
投
票
機
で
投
票
し
て
い
た
だ

き
、
新
た
に
予
備
の
投
票
機
を
設
置
す
る
な

ど
し
て
対
応
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
た
投
票
機
は
、
速
や
か
に
取
り
外
し
、
そ

れ
ま
で
の
投
票
記
録
が
収
め
ら
れ
た
記
録
媒

体
を
抽
出
・
封
印
し
て
対
応
し
ま
し
た
。

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
際
に
立
ち
会
わ
れ

た
市
民
の
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
が
、
こ
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
投
開
票
へ
の

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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電
子
投
票４月27日、全国で３番目、東北地方で初となる電子投票により、白石市議会議員選挙

の投票が実施され、前ページでご紹介した24名の新市議会議員が誕生しました。

今月号では、事前の啓発活動から当日の投開票の模様、開票結果、そして、市民の皆さ

んの反応などを振り返り、電子投票の効果や今後の展望などについて検証します。

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
昨
年
９
月
の

条
例
案
の
可
決
成
立
以
来
、
広
報
紙
や
チ
ラ

シ
な
ど
で
、
随
時
電
子
投
票
制
度
の
概
要
、

効
果
や
機
器
の
操
作
手
順
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
。

１
月
の
電
子
投
票
機
種
決
定
以
降
は
、
啓

発
用
に
投
票
機
16
台
を
先
行
調
達
し
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
が
事
前
に
電
子
投
票
を
体

験
し
て
、
電
子
投
票
に
慣
れ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
市
庁
舎
や
公
民
館
な
ど
へ
の
常
設
設

置
や
移
動
模
擬
投
票
所
の
設
置
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
の
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

当
日
の
投
開
票
事
務
に
従
事
す
る
職
員

も
、
２
度
に
わ
た
っ
て
投
票
機
メ
ー
カ
ー
の

社
員
を
講
師
に
機
器
操
作
を
実
地
研
修
す
る

な
ど
、電
子
投
票
の
円
滑
な
実
施
に
万
全
の
体

制
で
臨
み
ま
し
た
。

■模擬投票体験者数 

 区　分 内　　訳 延べ人数 

  市庁舎・公民館など  

 常　　設 の常設啓蒙 
2,244 

  申告相談控室 2,852 

  ２月分移動模擬投票 1,807 

 移　　動 ３月分移動模擬投票 1,838 

  4/13県議選時 2,567 

 
各種会合

 老人クラブ  

  遺族会　など 
462 

 合　　　　計 11,770

人 

移動模擬投票所の様子
（セラビ白石）

▲

４月13日に実施した県議会議員
選挙の際にも模擬投票体験コー
ナーを設けました（白石第４投
票所出口）

▲

職員研修会の様子
▲

▲

学
識
経
験
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
で
構
成
す

る
「
機
種
選
考
委
員
会
」
で
の
検
討
な
ど
を

経
て
、
当
初
の
購
入
か
ら
レ
ン
タ
ル
へ
投
票

機
器
類
の
調
達
方
法
を
変
更
し
、
機
器
の
導

入
費
用
は
約
６
０
０
万
円
か
か
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
１
／
２
の
約
３
０
０
万
円
が

国
か
ら
の
補
助
を
受
け
る
見
込
み
で
、
開
票

事
務
に
要
す
る
人
員
数
・
時
間
数
の
削
減
で

人
件
費
も
前
回
市
議
選
と
比
べ
て
約
90
万
円

削
減
で
き
、
電
子
投
票
導
入
に
よ
る
実
質
的

な
負
担
増
は
約
２
１
０
万
円
程
度
と
な
り
ま

し
た
。

■電子投票機器賃貸借費用 
（投票機110台・カード発行端末76台、投票カード、記録媒体、集計機など） 

■選挙事務従事者の人件費 

 賃貸借期間 ４月１日（啓発用投票機１６台などは１月２０日から）～５月１２日 

 賃貸料（円） 6,018,600（税込み） 

 前回市議選 190 7,232,000 80 1,105,000 270 8,337,000 

 今回市議選 186 7,136,950 40 283,870 226 7,420,820 

 比 較 増 減 ▲4 ▲95,050 ▲40 821,130 ▲44 ▲916,180

 投票事務 開票事務 投開票合計 

 人員 人件費 人員 人件費 延べ人員 人件費合計 

人・円 

区　分 

■電子投票実施に伴う負担増 
　（前回市議選との比較） 円 

 電子投票機器賃貸借 6,018,600 

 投開票に係る人件費 ▲ 916,180 

 差し引き 5,102,420 

 機器賃貸借に係る 

 国庫補助（概算） 3,000,000 

 電子投票導入に伴う 

 実質的な負担増 2,102,420

投票日前日の準備作業

投票機や投票カード発行端末などの

設置・起動確認が慎重に行われました

▲投票機操作が不安な方には「操作補助員」が、
操作方法をアドバイスしました ▲「０票確認」の様子（白石第３投票所）

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
機
器
を
予
備
の
投
票
機
に

差
し
替
え
、
投
票
機
の
記
録
媒
体
も
速
や
か
に
抽

出
・
封
印
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
前
の
投
票
記
録
を
保

護
し
ま
し
た
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